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	札幌市東京事務所会議室使用承認取扱要領 
	（目的） 
	第１条　この要領は、札幌市東京事務所会議室（以下「会議室」という。）の使用について必要な事項を定めることを目的とする。 
	（使用承認の要件） 
	（使用承認等） 
	（使用時間等） 
	（受付期間） 
	（目的外使用の禁止） 
	（附属備品等の使用） 
	（使用中の保安管理） 
	（使用の不承認） 
	（承認の取消し等） 
	（使用者の遵守事項） 
	（販売行為等の禁止） 
	（原状回復） 
	（弁償） 

	札幌市東京事務所会議室使用承認取扱要領の運用 
	１　使用時間 
	２　使用許可の判断基準 
	 
	３　不承認事由について 


